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※隣接駅との重複は分割して計測
※稲荷町の減少は栄町駅の開業で圏域が変化した影響

・人口ボリュームでは、南富山
駅周辺が圧倒的に多く、呉羽
駅や稲荷町駅と比べて、高齢
化率や児童数などで優位

・南富山周辺は緩やかな減少で
あったが、Ｒ１以降は増加に
転じ、東富山駅では東口改札
の新設に伴う宅地造成により、
人口が急増

・呉羽駅でも造成が進められ、
今後増加していく見込み

（出典）国土数値情報

※南富山駅はH23に市内軌道線のデータなし
※呉羽、東富山駅の急減はJR西からの移行の影響

・市内駅では富山駅、電鉄富山
駅に次ぐ利用者数を誇ってい
る。

・他の拠点駅と比べると、多様
な公共交通が接続しており、
乗降客数の推移も、新型コロ
ナによる減少を除き、Ｈ２７
以降、増加傾向で推移

※鉄道と軌道は合計
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・南富山駅へアクセスしようと
する歩行者が多い

・一方で、南富山駅前では、通
過交通が多く、朝夕の時間帯
は送迎車両も混ざり合い、煩
雑になっている

・住宅地内では狭い道路が多く、
安全面などに支障がある

・祝休日の日中は、来街者が一
定程度、滞在しているが、平
日は朝夕の通勤、通学時間帯
を除いて、滞在者が減少

・最も多いのは大山（中滝）か
らだが、それ以外をみると、
堀川町や今泉、大町などの南
富山駅周辺の方の来訪が大半

※GPS位置情報ビッグデータによる推計値で20歳以上のみ
（出典）KDDI Location Analyzer

（出典）南富山まちづくりを考える会資料

※GPS位置情報ビッグデータによる推計値で20歳以上のみ
（出典）KDDI Location Analyzer
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・大泉(1区南部)の宅地化等に
より、田畑が4.0ha減少して
おり、住宅用地が1.2ha、道
路用地が0.6ha増加

・一方で、その他の空地（低未
利用地）が0.9ha増えている

・それ以外に土地利用の大きな
動きは見られない。

・建物については住宅が0.83ha
増えている他は、大きな動き
は見られない。

（出典）都市計画基礎調査

（出典）都市計画基礎調査
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・考える会のこれまでの活動を
母体にした連携事業や発信が
行われている。

・また、南富山周辺の建物所有
者の横のつながりにより、南
富山界隈に関心のある建築家
やデザイナーが協働した新た
な動きも始まる。

■富山いずみ高校での総合的探究学習
「南富山まちづくりを考える会」と「富山いずみ高校」の協働による
総合的探究学習の実施。商店街のパン屋をツールとした地域活性や駅
前広場の交通問題、定期開催のイベント企画・運営など、考える会が
取り組む活動を基にした地域内連携が進められている。

■「Bar hug-chig」
建物所有者と建築家、デザイナーによるバー企画
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〇市内の地域生活拠点の中では、最も高
い拠点性を誇り、人口・公共交通利用
者ともに有数である。

〇教育機関の多い文教地区で、公共交通
の近接性などから、居住ニーズも高い。

〇継続的なまちづくり活動が行われてい
る市内唯一のエリアで、新たな動きも
含めた多彩なプレイヤーが存在する。

〇交通広場やアーケードなどの他にはな
い都市施設を有している。

〇通過交通が多く、歩行者の安全性が保
たれていない。

〇地域内居住者の利用が多くを占めるが、
平日の日中は滞在者が少なく、目的地
となっていない。

〇空き家や低未利用地、狭い道路などが
残されたままの住宅地がある。

〇住宅以外の建物利用が停滞傾向となっ
ており、拠点性の高さが活かしきれて
いない。

〇南富山駅舎やアーケードなどの
老朽化

〇地鉄不二越・上滝線への乗り入
れ検討やコミュニティバスの運
行などの公共交通網の動き

〇新型コロナの感染拡大による経
済活動の縮小

〇デジタルやテレワークの進展、
シェアリング（モノなどの共有
化）、２拠点生活などの新たな
暮らし方への変化 など



市の上位計画との整合を図りつつ、令和８年度からはじまる次期都
市マスタープラン（全市的なまちづくりの基本方針を示すもの）を
意識しながら、ビジョンの策定を進める。

要素１：駅前広場などをはじめとする交通機能や都市基盤の強化
要素２：住みたい・住み続けたい居住エリアとなる住環境の改善
要素３：“地域らしさ“が活かされた都市空間と建物づくり
要素４：新たなプレイヤーも含めた持続的な活動と運営体制の構築

要素１：駅前広場などをはじめとする交通機能や都市基盤の強化

要素２：住みたい・住み続けたい居住エリアとなる住環境の改善

要素３： “地域らしさ“が活かされた都市空間と建物づくり

要素４：新たなプレイヤーも含めた持続的な活動と運営体制の構築
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南富山駅周辺の１０年後の未来に向けて、地域特性を活かした活力
と魅力あるまちへ再編するための方向性を示すものであり、また、
より豊かな“南富山らしい”まちの姿を多様なひとや関係者同士が共
有するための指針として策定するもの
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南富山駅周辺まちづくり関係者協議会

事務局会議
（みんなのみなみとやまミーティング）

みみみ

意見・提案立案・運営 活動への参加・協力など

企画
運営

意見
集約

１）南富山駅周辺まちづくり関係者協議会

２）みみみ（みんなのみなみとやまミ(み)ーティング）

３）事務局会議

南富山周辺の関係者とともに、課題や情報を共有しながら、意見
交換を行う場

周辺住民や駅利用者などとの対話を行う場
（多様なアイディアやありたい姿を様々な形式で集約化）

協議プロセスを支え、多様な意見や考えのとりまとめを行う場

第１回協議会 第２回協議会 第３回協議会

みみみ（みんなのみなみとやまミーティング）

事務局会議

●南富山の魅力発掘投票
住民や駅利用者などが抱

いている南富山のイメージ
を把握するため、駅舎や高
校、近隣のスーパーなどで、
南富山の「良いところ」・
「悪いところ」が書かれた
紙にシール投票してもらう

ビジョン案の提示進捗状況報告

継続的に活動

継続的に活動

●駅前の滞在空間を考えるＷＳ（任意参加）
駅前広場や駅舎前の空間を使い、過ごし方

や使われ方などの意見を伺うもの

など

【構成】富山市、真野研究室、ＵＲ都市機構、市民や関係者の有志

現状分析
課題の共有

今年度の予定など

●テーブルＷＳ（関係者の推薦＋公募:30名）
将来のありたい姿などを参加者同士がテー

ブルに別れて対話、共有していくもの

【全体把握】

●井戸端ＷＳ（任意参加）
アーケード下などで、南富山周辺の未来を

自由な発想で対話する場の定期開催

【個別把握】

名鉄津島駅(愛知県)
高架下空間の使い方投票⇒


